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 社会司教委員会  

 

■司教秘書合同会議 

日 時  2012 年 3月 1日（木）15：00－18：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  14 人 
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報 告 

1. 『なぜ教会は社会問題にかかわるのか Q&A』（2012 年 2月 15 日）の反響について 

2. 日本と米国の教会との交流について 

毎年日本の平和旬間に米国の司教を招待しているが、今年は米国の事情により招待は断念することに

なった。 

3. 教皇大使への社会司教委員会の活動報告について 

4. 各委員会からの報告 

 

審 議 

1. 『聖職者による子どもへの性虐待に対応するためのガイドライン』（試案）について 

司教総会で出された意見をもとに修正し、４月の常任司教委員会で承認後、英文に翻訳して教皇庁教

理省に 5月末までに提出するものとする。 

また、2003 年の司教総会で承認された「教会が子どもを守るために『聖職者による児童性的虐待への

対応』司教のためのガイドライン」を国内版とし、その修正作業を社会司教委員会のもとで「子ども

と女性の権利擁護のためのデスク」が行うことを確認した。 

2. 「出版記念シンポジウム『なぜ教会は社会問題にかかわるのか』」について 

『なぜ教会は社会問題にかかわるのか Q&A 』 の出版を記念して、三つの教会管区でシンポジウムを

開催する。 

日程および参加者は以下の通り。 

①2012 年 10 月 7日（日）10：30－12：00   

カトリック浦上教会（長崎大司教区） 

松浦悟郎司教、幸田和生司教、高見三明大司教、谷 大二司教、J.マシア師。 

②2012 年 12 月 1日（土）13：00－16：00  

カトリック大船教会（横浜教区） 

谷 大二司教、溝部 脩司教、菊地 功司教、諏訪榮治郎司教、J.マシア師。 

③2013 年 3月 16 日（土）13：30－16：30  

カトリック大阪梅田教会（大阪大司教区） 

菊地 功司教、平賀徹夫司教、髙見三明大司教、松浦悟郎司教、J.マシア師。 

3. 「司教のための社会問題研修会」について 

韓国・済州島の訪問を予定。韓国・済州島江汀村の住民の多くは、海軍の軍港建設に反対し抗議活動

を行っている。カトリック教会はこの動きに連帯し、済州教区の司教をはじめ、司祭、修道者、信徒

が基地建設現場の近くの路上で毎日ミサを捧げている。このミサは基地建設が中止になるまで続ける

という。これらの動きは他の諸宗教、市民運動へと国際的な広がりをみせているが、司祭やシスター

に逮捕者が出るなど緊迫した状況が続いている。昨年 10 月に、済州教区の姜 禹一司教に宛てて、正

義と平和協議会会長の谷 大二司教名で、「日本カトリック正義と平和協議会」として支持と支援を表

明する文書を送付している。 

 

 

「司牧の手引き」編纂特別委員会  

 

■『司牧の手引き』編纂特別委員会 

日 時  2012 年 2月 17 日（金）16：00－19：00 

場 所  日本カトリック会館 

出席者  5 人 



- 3 - 

 

報 告  

1. 2 月の常任司教委員会報告 

詳細は『会報』前号、常任司教委員会報告参照。 

2. 2011 年度臨時司教総会報告 

詳細は『会報』前号、臨時司教総会報告参照。 

 

審 議 

1. 今後の作業手順および日程について 

・作業手順については、アンケートを分析した結果に基づき、『司牧の手引き・婚姻』および『司牧の

手引き・葬儀』のいずれを優先するのか、あるいは同時進行で作業を行うかといった方向性を決定

する。 

・2月の常任司教委員会報告および 2011 年度臨時司教総会報告を受けて、今後の作業手順と定例会議

の日程を確定した。 

作業手順 

・4月 27 日第 4回定例会議において、アンケート結果の共有と作業手順を確定する。 

・5月の常任司教委員会にアンケート結果を報告する。 

・常任司教委員会の意向を反映させた上で、定例司教総会にアンケート分析結果と今後の『司牧の

手引き』編纂の作業予定を報告する。 

2. 『司牧の手引き』「婚姻」および「葬儀」に関する教区アンケートについて 

秘書が準備した全国の小教区および神学院を対象に実施するアンケートの内容確認と発送方法、回収

スケジュール(4月 22 日締め切り)について検討。 

3. 『司牧の手引き』「葬儀」の全体像について 

利用者に使いやすく、儀式書との関連にも配慮した構成となるよう、目次を大幅に整理。 

 

 

典礼委員会  

 

■定例会議 

日 時  2012 年 3月 12 日（月）10:00－15:00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  9 人 

欠席者  2 人 

 

審 議 

1. 「朗読福音書の緒言」について 

2011 年度臨時司教総会に提出した掲記「緒言」のうち、修正を求められた箇所の検討を行った。検討

結果を常任司教委員会に提出する。 

2. 2012 年度全国典礼担当者会議について 

2012 年 9月 3 日（月）－5 日（水）に掲記会議を開催する。2013 年に『典礼憲章』発布 50年を迎え

るにあたり、司祭を含めた信者の典礼的カテケージスについて『典礼憲章』を振り返りつつ、その後

に発布された関連の公文書の位置づけを再確認する内容で、テーマは「典礼への参加」とする。典礼  

的カテケージスの実践について 2、3 の教区の発表と、第二バチカン公会議当時の刷新への情熱や   

影響、また最近発表されている典礼に関する公文書を確認する講話も織り込み、次回スケジュールと

担当者を検討する。 
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3. 典礼用「詩編」改訂作業の方針について 

典礼用「詩編」の改訂について作業の進め方を検討した。作業方法と担当者が確定した段階で常任司

教委員会に報告する。 

4. 修道会固有の典礼式文の認可について 

修道会固有の典礼式文の日本語訳の認可については、今後は典礼秘跡省の指針に基づいた対応を行っ

ていくことを常任司教委員会に報告するとともに、修道会固有の既存の日本語式文の扱いについても

同委員会に諮る。 

5. 「ミサの新しい手引き（仮称）」と「司牧の手引き」の内容について 

新しい『ミサ典礼書』と同時に発行予定の「ミサの新しい手引き（仮称）」で取り扱う内容が、現在

準備中の「司牧の手引き」で扱うべき内容と重ならないよう調整することを確認した。 

 

次回定例会議 2012 年 5月 14 日（月）10:00－15:30 日本カトリック会館 会議室 

 

 

■典礼音楽担当部門会議 

日 時  2012 年 3月 6日（火）15：30－8日（木）15:00 

場 所  カトリック長崎大司教館（長崎） 

出席者  5 人 

 

現行口語訳の「ニケア・コンスタンチノープル信条」と「使徒信条」の試作の旋律（グレゴリオ聖歌の旋

律を生かしたものと、既存の旋律によらないものの二種類）を検討した。今回の検討を踏まえてさらに改

訂を加える。 

 

 

■「公式祈願」研究小委員会 

日 時  2012 年 2月 28 日（火）10：00－17：00 

場 所  日本カトリック神学院 東京キャンパス（東京・練馬区） 

出席者  3 人 

 

「信心ミサ」の公式祈願の見直しを行った。 

 

 

日 時  2012 年 3月 14 日（水）13:00－16日（金）12:00 

場 所  サレジアン・シスターズ 山中雪の聖母修道院（山梨・南都留郡） 

出席者  3 人 

 

「信心ミサ」と「死者のためのミサ」の公式祈願の見直しを行った。 

 

 

エキュメニズム部門  

 

■第 29回 NCC/カトリック対話集会 

日 時  2012 年 2月 28 日（火）18：00－20：30 

場 所  カトリック麹町教会 ヨセフホール（東京・千代田区） 

出席者  カトリック 9人 
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NCC      8 人  

取 材  カトリック新聞社、キリスト新聞社 

テーマ  『カトリック教会の諸宗教対話の手引き 実践 Q&A』について  

発題者  フランコ・ソットコルノラ（諸宗教部門顧問、聖ザベリオ宣教会司祭）、 

園田善昭（諸宗教部門顧問、コンベンツアル聖フランシスコ修道会司祭） 

 

カトリック／NCC 対話集会は、当部門が、NCC （日本キリスト教協議会、議長：輿石勇）の信仰職制委

員会と年一回開催している。毎年交代で主催しており、今年はカトリックが担当。当初、2011 年 3 月 29

日開催を予定していたが、東日本大震災のために 1年延期されての開催となった。今回は、2009 年に刊行

された日本カトリック司教協議会諸宗教部門編『カトリック教会の諸宗教対話の手引き 実践 Q&A』に関

して、編集に携わったフランコ・ソットコルノラ諸宗教部門顧問（聖ザベリオ宣教会司祭）、園田善昭同顧

問（コンベンツアル聖フランシスコ修道会司祭）が、同書の内容を紹介した後、質疑応答を行った。 

 

1. フランコ・ソットコルノラ諸宗教部門顧問の発題 

教皇パウロ六世は 1964 年に諸宗教事務局を教皇庁に創立し、同事務局は 1988 年に現在の諸宗教対話

評議会に改組された。第二バチカン公会議は 1965 年に『キリスト教以外の諸宗教に対する教会の態度に

ついての宣言』（Nostra aetate）を発布した。日本カトリック司教協議会諸宗教部門は 2006 年に『諸宗

教対話 公文書資料と解説』を、2009 年に『カトリック教会の諸宗教対話の手引き 実践 Q&A』を刊行

した。後者の英訳 Guidelines on Interreligious Dialogue for Catholics in Japan を 2010 年に刊行

し、ポルトガル語版も準備している。『諸宗教対話 公文書資料と解説』第一部「諸宗教対話の心」は、

諸宗教対話の意味と理由を明らかにしている。教会が他宗教と対話するのは、教会が「神がみことばと

聖霊によってすべての人の心に働きかけ、諸文化や諸宗教の伝統に影響を与えることを信じ、その中に

ある『みことばの種』や『真理の光線』の跡をたどりながら、すべての人との対話を望み、推進」する

ためである。 

2. 園田善昭諸宗教部門顧問の発題 

『カトリック教会の諸宗教対話の手引き 実践 Q&A』第二部「諸宗教対話の実践 Q&A」は合計 88の Q&A

から成り、これを教皇庁福音宣教省・諸宗教対話評議会指針『対話と宣言――諸宗教間の対話とイエス・

キリストの福音の宣言をめぐる若干の考察と指針』（1991年）に従って「日常生活の中での対話」（43問）、

「行動による対話」（16問）、「教理の相互理解による対話」（7問）、「宗教体験による対話」（12問）に 4

区分した。「宗教体験による対話」の内容は神道・仏教の専門家が監修した。さらにイスラームの専門家

の助言を得ながら補遺「イスラームについて」（10 問）を加えた。問いの作成に際しては、現場と乖離

しないよう、信者・修道女の意見を参考にした。対話に関連して寺社の参列、ほかの宗教行事の受け入

れの可否の判断のために、（1）ほかの宗教の宗教行事への参加のあり方を積極的参加（participation）

と受動的参加すなわち参列（respectful presence）の二通りに区別する、（2）宗教的行為と社会的儀礼

を区別するという、2原則を示した。 

 

 

■東日本大震災一周年にあたり追悼と再生を願う合同祈祷集会 

日 時  2012 年 3月 11 日（日）15：00－16：10 

場 所  カトリック麹町教会（東京・千代田区） 

主 催  カトリック中央協議会、日本キリスト教協議会（NCC） 

 

本礼拝の開催は 2011 年 12 月 1日の常任司教委員会で決定し、2012 年 3月 11 日に全国各地で合同祈祷

集会を行うための式文案は 2012 年 1月 12 日の常任司教委員会で承認された。 

礼拝は、岡田武夫大司教が主司式と説教、輿石 勇・NCC 議長が共同司式した。開会前の午後 2時 46分、

麹町教会の鐘を合図に 1分間の黙祷を行った。共同祈願をカトリックと NCC の代表各 2名（生沼晴美・キ
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リスト教保育連盟主事、田所 功・カリタスジャパン事務局長、島田 茂・日本 YMCA同盟総主事、坂川 健・

麹町教会評議員）が行った。 

式の終わりに、加藤 誠（日本基督教団救援対策本部担当幹事）、高木慶子（援助修道会修道女・上智大

学グリーフケア研究所所長）両氏による報告を行った。 

礼拝には約 1,000 人が参加し、礼拝中に集められた献金 584,796 円は、カリタスジャパンと仙台キリス

ト教連合被災者ネットワーク（東北ヘルプ）に送金した。 

 

 

■第 86回聖公会／ローマ・カトリック合同委員会 

日 時  2012 年 3月 19 日（月）14:00－16:00 

場 所  日本聖公会管区事務所（東京・新宿区） 

出席者  聖公会   7 人 

カトリック 10人 

欠席者  カトリック 1人 

 

報 告 

最近の聖公会・カトリック教会の動向についての情報交換 

1. カトリック教会 

①第二バチカン公会議開幕 50周年の 2012 年 10 月 11 日から 2013 年 11 月 24 日まで、特別年の「信仰

年」が開催される。「信仰年」は、2012 年 10 月に「キリスト教信仰を伝えるための新しい福音宣教」

をテーマとして開催される世界代表司教会議（シノドス）第 13回通常総会とともに、宣教的な意味

で行われる。 

②教皇ベネディクト十六世は 2012 年 2月 18 日、22人の新枢機卿を親任した。アジア人はインド（ジ

ョージ・アレンケリー）と香港（ジョン湯漢）の 2人。 

③教皇は 2012 年 3月 23 日から 29日までメキシコとキューバを司牧訪問する。 

④日本カトリック司教協議会は 2011 年 11 月 8 日、メッセージ「いますぐ原発の廃止を ～福島第 1

原発事故という悲劇的な災害を前にして～」を発表した。 

⑤日本二十六聖人殉教者列聖および再宣教 150 周年に際して、日本二十六聖人殉教者記念日の 2012

年 2 月 5 日に、列聖列福特別委員会委員長名で「日本二十六聖人殉教者の列聖、および再宣教 150

周年に当たって」を発表した。記念行事も計画している。 

2. 聖公会 

①2012 年 3 月 16 日、ローワン・ウィリアムズ師（1950 年生まれ、在任 2003 年－）がカンタベリー

大主教職を 2012 年末に退任することを発表した。同師は 2009 年、日本聖公会宣教 150 周年に際し

て来日し、9月 21日岡田武夫大司教らカトリック関係者と会談した。 

②日本聖公会は 2012 年 3月 11 日、主教会メッセージを発表した。 

③2012 年 5月に定例総会（2年に 1回開催）を開く。放射能と原発事故についてのワーキンググルー

プの検討内容が報告され、アピールを出す予定。沖縄教区主教が 2 回の選挙で選出されなかったた

め、規定により同定例総会で選挙される。 

④同年 9月に宣教協議会を開催予定。2010年のプレ宣教協議会で話されたことを東日本大震災を受け

て見直す予定。 

⑤植田仁太郎主教の退任に伴い、新しい東京教区主教として、アンデレ大畑喜道師が 2011 年 2 月 11

日に就任した。 

⑥東日本大震災を受けて、日本聖公会は「いっしょに歩こう！プロジェクト 日本聖公会東日本大震

災被災者支援」を立ち上げた。2011 年 5月に仙台オフィスを開所し、釜石、仙台、小名浜をベース

とし、カリタスジャパン、日本福音ルーテル教会、日本基督教団などと連携しながら活動している。 

 



- 7 - 

審 議 

1. 心の病と自殺（自死）への対応 

油谷弘幸秘書が、カリタスジャパン啓発部会が発行した冊子『自死の現実を見つめて――教会が生き

る支えになるために――』（2010 年 11 月 2日）を紹介しながら、過去と現在の自殺（自死）に関する

教会の対応のあり方について報告し、その後意見交換を行った。 

2. 今後の予定 

前回第 85回会議（2010 年 10 月 5日）に取り上げた ARCIC（聖公会－ローマ・カトリック教会国際委

員会）の合意声明『キリストにおける生――道徳、交わり、教会』（Life in Christ: Morals, Communion 

and the Church, 1994）の翻訳をとりまとめていく。 

 

次回予定 2012 年 9月 28 日（金）13：30－15：30 日本聖公会管区事務所（東京・新宿区） 

 

 

■第 65回ルーテル／ローマ・カトリック共同委員会 

日  時  2012 年 3月 22 日（木）18：00－20：00 

場  所  ルーテル市ヶ谷センター（東京・新宿区） 

出席者  カトリック 11 人 

ルーテル  6 人 

欠席者  ルーテル  1 人 

 

1. 前回第 64回会議に引き続き、ルーテル－カトリック教会間対話を踏まえた新しい出版物刊行企画につ

いて話し合った。 

2. 両教会の動向についての情報交換 

カトリック教会 

①日本カトリック司教団はメッセージ「いますぐ原発の廃止を ～福島第 1原発事故という悲劇的な 

災害を前にして～」（2011 年 11 月 8日）を発表した。 

②第 17回日韓司教交流会を 2011 年 11 月 8日－10日まで仙台で開催した。日本側は原発問題、韓国 

側は環境問題についての取り組みを紹介した。 

③日本二十六聖人殉教者記念日の 2012 年 2月 5日に、列聖列福特別委員会委員長名で「日本二十六 

聖人殉教者の列聖、および再宣教 150 周年に当たって」を発表した。 

④第二バチカン公会議開幕 50周年と『カトリック教会のカテキズム』発布 20周年を記念して、2012 

年 10 月 11 日から 2013 年 11 月 24 日まで「信仰年」が開催される。2012 年 10 月には、世界代表 

司教会議（シノドス）第 13回通常総会がバチカンで開催される。 

ルーテル教会 

①2012 年 5月に総会を開催する。原発についての意見表明を総会名で決議する予定。日本福音ルー 

テル教会としての宗教改革 500 周年への取り組みも確認する予定。 

②東日本大震災「ルーテル教会救援」（Japan Lutheran Emergency Relief）は仙台で 2011 年 3月 

から開始し、2014 年まで 3年間行う予定。 

③カトリック・ルーテル国際対話委員会（Lutheran-Roman Catholic Commission on Unity）（第 5 

期第 3回、2011 年 7月フィンランド・ヘルシンキ）がまとめた、2017 年の宗教改革 500 周年記 

念文書（『葛藤から交わりへ（From Conflict to Communion）』）がまだ発表されていない。 

 

次回予定  2012 年 9月 25 日（火）15：00－17：00 上智大学（東京・千代田区） 

 

 



- 8 - 

難民移住移動者委員会  

 

■2011 年度第４回定例委員会 

日 時  2012 年 2月 3日（金）13：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  11 人 

欠席者  3 人 

 

報 告 

1. 2011 年度「全国研修会 in岡山」進捗状況について(柳本師より) 

  2 月 8 日(水)－10 日(金)、カトリック岡山教会（広島教区）で開催される「2011 年度 全国研修会」

について、12月中旬に研修会案内書、ポスター、研修会プログラム、申込書を全国小教区、修道院あ

てに送付した。１月 13日に申し込みを締め切り、現在参加者は 60人の予定。 

2. 2011 年度「大阪教会管区セミナー」について(柳本師より) 

  3 月 31 日(土)13時より、カトリック姫路教会（大阪教区）で「2011 年度 大阪教会管区セミナー」を

開催する。テーマは「なにがどうなるの？改定入管法」で、佐藤信行さん(RAIK 所長／外国人住民基

本法の制定を求める全国キリスト教連絡協議会)の講演を予定。講演は、英語とスペイン語の要約通訳

を行う。 

3. 2011 年度「長崎教会管区セミナー」進捗状況について(川口 敏師より) 

  2 月 11 日(土)、熊本マリスト学園(熊本・熊本市)で開催される「2011 年度 長崎教会管区セミナー」

について、12月中旬にチラシ、プログラム、申込書を全国小教区、修道院あてに送付した。参加申込

者は、200 人。熊本市内の教会メンバーが中心となって、健軍教会（福岡教区）で準備会を重ねてき

た。会場設定等は、11日当日の朝から設営する。冬場のセミナー開催は初めてなので、高速道路状況

が気になる。 

4. 2012 年度「全国研修会」について(川口 敏師より) 

  11 月下旬を開催日程として検討している。場所は大分教会（大分教区）を予定。 

5. 2012 年度「東京教会管区セミナー」について(フーベルト師より) 

  東京教区担当のカトリック東京国際センターCTIC有川憲治さんより、福島フィリピン大会の開催につ

いて提案があり、6 月 23 日(土)、コラッセふくしま(福島・福島市)で開催する予定。詳細は、今後、

仙台教区担当者たちを交え、打ち合わせをする。 

6. 2012 年度 AOS 活動及び AOS 特別基金の支援について(金さんより) 

  2012 年度「AOS船員司牧全国会議」は、9月 3日(月)－4日(火)、東京・潮見の日本カトリック会館会

議室で行う。 

AOS 特別基金について、三陸とれたて市場へ 300 万円、岩手県立高田高等学校へ 80万円の支援を決定

した。いずれも 11月に被災地調査を行い、12月に送金した。 

7. 収容所問題の現状報告について(齋藤師より) 

  昨年 12月、年度内 2回目の牛久収容所所長との交渉を行った。あらかじめ提出していた質問状に所長

が答えるという形式をとった。仮放免出所した被収容者が収容中に医師の診断と治療に信頼を失い、

診察と投薬を拒否した件があった。また、被収容者の食事の試食会が行われ、味の評判がよかったと

収容所側が評価する一方で、収容経験のある外国人が、試食会のような食事は一年に一度しか出ない

と証言している。 

  過去のハンストの影響で、複数のブロックの被収容者を一部屋の面会室に呼ぶことが禁止されてから、

以前のような複数の面会を可能にしてほしいと要望を出したが、許可は下りなかった。教区内などの

収容者支援者との面会人名簿のすり合わせを行い、一人の収容者に多くの支援者面会が重ならないよ

うに工夫する。 
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8. 仙台教区滞日外国人支援センターの現状報告について(ハルノコー師より) 

  昨年 11 月より仙台教区滞日外国人支援センターに派遣されているアントニウス・ハルノコー師(淳心

会)は、現在実施している短期計画(物資支援、外国籍信徒の名簿作成など)と長期計画(外国籍信徒の

共同体作り、フィリピン人リーダーの養成など)、被災地域を丹念に回って得た情報や被災者への霊的

および精神的プログラム、今後の課題などについて報告した。同センターに派遣されたギャリー・ゲ

ストヴェオ師(淳心会)と業務を分けて担当している。 

9. 「改定入管法」学習会について 

  2009 年に改定された入管法・入管特例法・住民基本台帳法による新しい在留管理制度が、7月 9日に

施行されることが決定した。委員会では、法の施行が目の前に迫った今、この改定法に関する正しい

理解と問題点、課題を共有するために「改定入管法学習会」を行っている。 

  今後の学習会日程は、以下の通り。 

   ・2月 11 日(土) 難民移住移動者委員会「長崎教会管区セミナー」(熊本・熊本市) 

   ・2月 15 日(水) メリノール宣教会(東京都・千代田区) 

   ・2月 26 日(日) 磐田教会(横浜教区) 

   ・3月 11 日(日) 黒崎教会(福岡教区) 

   ・3月 25 日(日) 兵庫教会(大阪教区) 

   ・3月 31 日(土) 難民移住移動者委員会「大阪教会管区セミナー」(兵庫・姫路市) 

10. FRJ（なんみんフォーラム）、難民・移住労働者問題キリスト教連絡会（難キ連）について 

難民移住移動者委員会が会員として参加している FRJ、難キ連の最近の動きについて報告があった。 

FRJ は、日本弁護士連合会と共に、国内での難民認定手続等の改善に向けて法務省入国管理局との覚

書を近日中に締結する予定。 

11. その他 

  秘書の細渕則子修道女が 3月 31日付で退職する。後任として、柳本 昭師(京都教区)が着任する。 

 

審 議 

1. 公開講演会・シンポジウム等の企画について 

  改定入管法施行時に、法務省や自治体への手続きなどの混乱が予想される。2012 年度も引き続き、改

定入管法に関する講演会を行うのがよいのではないか。また、東日本大震災から一年たち、新たに発

生した問題や課題に伴った題材で企画してはどうか。 

2. 2012 年度「船員の日」「世界難民移住移動者の日」のポスター作成について 

  「船員の日」のポスターデザインについては、昨年同様、AOS 船員司牧コアメンバーに一任する。 

「世界難民移住移動者の日」のポスターデザインについては、キャッチコピーを先決し、進める。 

 

 

■難民・移住労働者問題キリスト教連絡会（難キ連）2012年第2回運営委員会  

日 時  2012年 2月 23日 (木 )15： 00−18： 00  

場 所  日本キリスト教会館 会議室（東京・新宿区） 

出席者  カトリックから1人 

 

報 告 

1. ニュースレター37号「となり人」の発送について 

  4,000部印刷し、2月10日に3,200部発送した。 

2. 矯風会より 

  難民問題学習会「難民ってなあに？」を2月25日（土）13:30－15:00に開催予定。 

3. 牛久面会ネットより 

  昨年11月14日に牛久所長と交渉を行った。 
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4. FRJ（なんみんフォーラム）より 

  2月10日（金）、国内での難民認定手続き改善に向けた法務省入国管理局、FRJ、日本弁護士連合が「覚

書」を締結した。 

5. 会計報告 

 

審 議 

1. 改定入管法への取り組みについて 

  難キ連として外国籍の人々に向けた研修会を3月末に行う予定。 

2. 外国籍セクシュアル・マイノリティー（性的少数者）への取り組みについて 

 

 

■FRJ(なんみんフォーラム)2011年度第6回会議  

日 時  2012年 3月 5日（月）14：00−18： 00 

場 所  イエズス会 岐部ホール(東京・千代田区)  

出席者  カトリックから1人 

 

報 告 

1. 新規入会団体の紹介 

2. 難民定住に関する三者協議（ATCR）について 

事務局よりオーストラリアのメルボルンで開催された ATCR について報告 

3. 第三国定住難民の動向について 

 

審 議  

1. 「世界難民の日 2012」のイベントについて 

  FRJ 独自ではイベント開催せず、UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）のオンラインショーに協力する。  

2. 法務省との協議について 

3. 資金調達について 

 

 

カリタスジャパン 

 

■第 6回カリタスジャパン委員会会議 

日 時  2012年 3月 13日（火）13:00−17:00 

場 所  日本カトリック会館  会議室2 

出席者  13人 

 

報 告 

1. 啓発部会 

 啓発部会議事録を参照 

2. 援助部会 

（1）東日本大震災対応 

・被災地では、静かに祈り、通常の活動を続ける中で大震災の一周年を迎えた。 

・カリタスジャパンは、東日本大震災一周年活動報告書を作成（日本語版2万5千部、英語版5千部）、

配布した。仙台教区は、教区が行ってきた支援活動を思い起こしてもらうため、10枚組のポスタ

ーを作成し、教区内の小教区などへ配布した。 
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・各ボランティアベースとも仮設住宅でのお茶サービスをはじめ、がれきの撤去、写真洗浄、漁網

修理などのボランティア活動を続けている。 

・仮設商店街支援（女川、陸前高田）や被災者による地域復興支援（南三陸）など、生活復興に向

けた支援のニーズもある。 

・現在までの国内からの募金663（単位百万円、以下同じ）、援助総額197、国際カリタスからの募

金586、援助総額494となっている。 

（2）援助実績と海外新規案件の処理状況 

  新規案件1件を却下した。 

3. 12-1 月度収支報告および募金報告 

 

審 議 

1. 海外会議 

  カリタスアジア総会（6月27-29日、台湾）への参加承認。 

2. 東日本大震災2012年度国際カリタス緊急支援要請（Emergency Appeal/EA）策定 

内容は物資支援、心のケア、経済活動復興支援、教育支援が含まれる。 

3. 次年四旬節小冊子編集について意見交換 

4. 援助審査 3件（海外一般 3）を審査し、以下のとおり全件を承認した。 

（1）バングラデシュ「少数民族教育支援（2/3 年目）」100,517 US ドル 

（2）カンボジア「地域保健支援（2/3 年目）」30,000 US ドル 

（3）カンボジア「若者職業訓練支援（2/3 年目）」30,000 US ドル 

5. 国際カリタス緊急支援要請(Emergency Appeal/EA)  以下 2件の支援を決定した。 

（1）スーダン「ダルフール避難民支援（EA30/11）」50,000 US ドル 

（2）コートジボワール「選挙後暴動避難民緊急支援（EA06/12）」10,000 ユーロ 

 

次回日程 2012 年 5月 11 日（金）14:00−18:00 

 

 

■第 6回啓発部会会議 

日 時  2012 年 3月 14 日（水）13：00−17：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  10 人 

 

報 告 

 1．東日本大震災支援状況 

カリタスジャパン委員会議事録を参照 

 2．21 世紀キリスト教社会福祉実践会議 第 8回大会  

2012 年 2月 18 日（土）、日本福音ルーテル東京教会（東京・新宿区）において「東日本大震災を受け

て 改めて今を生きる人々に寄り添う―キリスト教社会福祉実践とは―」をテーマに掲記会議を開催。参

加者は 110 人程度。森 一弘司教の基調講演、東日本大震災の支援活動を行っている 3団体代表による

パネルディスカッションが行われた。大会報告は、カリタスジャパンニュースに掲載。 

 3．「自死と孤立」講演会と分かち合い 

2012 年 3月 10 日（土）、二俣川教会（横浜教区）で、講演会と分かち合い「自死と孤立―東日本大震

災を体験して―」を実施。講師は幸田和生司教、参加者は 100 人程度。分かち合い後の全体会では、

カトリック教会としての自死への取り組みの具体化（遺族支援や危機介入）について意見が上がった。 
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審 議 

 意見集の編集について 

「自死と教会」をテーマにフリーディスカッションを行い、作業日程を確認。 

 

次回日程 

2012 年度第 1回啓発部会 2012 年 5月 15 日（火）13:00-17:00 

2012 年度第 2回啓発部会 2012 年 7月 17 日（火）13:00-17:00 

 

 

正義と平和協議会 

 

■事務局会議 

日 時  2012 年 2月 14 日（火）13：00−14：00 

場 所  カトリック会館 会議室 5 

出席者  5 人 

 

報 告 

1. 全国会議の確認 

2. 社会司教委員会編『なぜ教会は社会問題にかかわるのか Q&A』を委員と協力者に贈呈する。 

3. パックスクリスティより 4月 17日の「軍事費についてのグローバルアクションデー2012」への連 

帯要請があった。 

4. 20 条の部会シンポジウム（カトリック古田町教会<鹿児島教区>）の確認 

 

審 議 

5 月 15 日—16 日の定例会議（福島訪問）の概要を検討。 

 

 

■事務局会議 

日 時  2012 年 3月 16 日（金）13:30−15:00 

場 所  幼きイエス会 ニコラ・バレ修道院 会議室（東京・千代田区） 

出席者  5 人 

 

報 告 

1. 20 条の部会シンポジウムの報告 

3月 3日（土）奄美大島のカトリック古田町教会（鹿児島教区）で 20条の会シンポジウム「奄美のカ

トリックの歴史から信教の自由と政教分離を考える」を行った。谷司教同行による巡礼ツアーのプロ

グラムで、参加者は約 100 人（内、巡礼団 37人）。1930 年代のカトリック教会への迫害の体験を奄美

在住の押川 遥さん、平 三國さん、松原千里さんから聞いた。 

2. 練成会（6月 2日―3日）準備状況 

  3 月末発送の JP通信に案内書を同封する。 

 

審 議 

1. 定例会議（3月 22日）の議案検討 

2. 5 月定例会議（福島訪問）の具体案の検討 
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■全国会議 

日 時  2012 年 2 月 24 日（金）13:00−25 日（土）14:00 

場 所  日本カトリック会館 マレラホール 

出席者  会長、委員、教区担当者、修道会担当者50人 

 

<日 程> 

2 月 24 日（金）13：00−17：00 

・沖縄米軍基地、泡瀬干潟埋め立て事業について報告 

・モンゴルへの原子炉輸出問題についての勉強会 

2月 25 日（土） 

09：00−14：00  ・全国集会長崎大会の準備状況 

・各地スタディツアーの報告 

・教区、修道会の報告 

15：30-17：30  講演会 

テーマ  「核燃料サイクルと廃棄物」 

講 師  澤井正子さん（原子力資料情報室）   

場 所  カトリック麹町教会 ヨセフホール（東京・千代田区） 

参加者  約 70 人 

日本の原子力政策は原発の使用済燃料からプルトニウムを取り出して再利用する核燃料サイクルが建

前である。しかし高速増殖炉「もんじゅ」が稼働せず、使い道のないプルトニウムを所有しているの

が現状である。再処理工場では、プルトニウムを取り出した後の高レベル放射性廃棄物をガラス固体

化するが、極めて高温でそれを処理することが困難である。日本の核燃料サイクルは国内で完結して

おらず、廃棄物の処理が国際問題に発展することもある。 

 

 

■NCC 靖国神社問題委員会 

日 時  2012 年 2月 6日（月）18：00－20：00  

場 所  日本キリスト教会館 バプテスト同盟会議室（東京・新宿区） 

出席者  カトリックから 2人 

 

報 告 

1. 各教派、団体からの報告 

2. 政教分離訴訟関係の報告 

  

審 議 

1. 声明文、要請文文案を検討 

2. Ｘデー・大喪の礼・即位礼・大嘗祭問題Q＆Aの冊子編集作業について 

3. 学習会「Ｘデー・即位礼・大嘗祭に向けて 第 9回目」 

 

 

■NCC 女性委員会 

日 時  2012 年 2月 13 日（月）10：30－13：00 

場 所  聖公会センター（東京・新宿区） 

出席者  カトリックから 1人 
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報 告 

1. 各教派、団体より報告 

2. 世界祈祷日関連の報告  

3. 「女性の視点で聖書を読む」フォーラムの報告 

 

審 議 

1. 次期総会期推薦委員の確認 

2. 次期総会期の活動計画 

 

 

■平和を実現するキリスト者ネット 

日 時  2012 年 2月 16 日（木）15：00－17：00 

場 所  日本キリスト教会館 会議室（東京・新宿区） 

出席者  カトリックから 1人 

 

報 告 

1. 会計、賛同状況  

2. 5・3憲法集会実行委員会の報告 

3. 「さようなら原発 1000万人署名」の案内を幼稚園、保育園に送付 

4. 集会・行動の報告 

第97 回自衛隊ソマリア派兵の中止を求める宗教者国会要請行動（平和をつくりだす宗教者ネットより） 

2012 年 1月 26 日（木） 衆議院第２議員会館第６会議室集会  

              署名提出 426 筆 総数 88,256 筆 

                     首相官邸前祈念行動  

審 議 

1. 第 98 回自衛隊ソマリア沖派兵中止を求める宗教者の要請行動（2月 23 日）要請メンバーについて 

2. ニュースレター125 号について 

3. ホームレスの自立支援等に関する特別措置法延長についての要望書への賛同 

 

 

■NCC 平和・核問題委員会 

日 時  2012 年 2月 23 日（木）14：00－16：30  

場 所  日本キリスト教会館 会議室（東京・新宿区） 

出席者  カトリックから 1人 

 

報 告 

1. 教団、団体からの報告 

2. 各地の脱原発関連催しの報告 

3. 軍事基地関連の報告 

 

審 議 

1. JEDRO(日本キリスト教協議会エキュメニカル震災対策室)の国際会議について 

2. NCC 総会（3月 26日－27日）に、「原発依存のエネルギー政策の転換を求めて引き続き取り組む決

議案」と「沖縄の基地撤去に向けて取り組む件」を議案として提出する。 
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部落差別人権委員会 

 

■事務局会議 

日 時 2012 年 2月 22 日（水）11：00－15：00 

会 場 日本カトリック会館 会議室 4 

出 席 6人 

欠 席   1 人 

 

報 告  

1. フィールドワーク「渋染め一揆に学ぶ」 

2. 部落解放同盟「2012 年度一般運動方針」 

3. 春季合宿（2012 年 3月 3日－4日） 

4. 「出版記念シンポジウム『なぜ教会は社会問題にかかわるのか』」 

5. 正義と平和全国集会長崎大会 

6. 大阪教会管区部落差別人権活動センター（部活センター） 

（1）全国水平社創立 90周年記念シンポジウム「受け継がれる全国水平社の精神」 

（2）学習会「田中部落における夜間学校と上田静一について」  

7. ハンセン病回復者で詩人の桜井哲夫さん追悼記念ミサ 

 

審 議 

1. ハンセン病市民学会 

2012 年 5月 12 日（土）－13日（日）に青森市と登米市（宮城県）で開催されるハンセン病市民学会

について。 

2. 夏季合宿    

本柳孝司師より、2月 8日（水）に岡山教会（広島教区）で行った打ち合わせの報告があった。報告

に基づいて審議。次回岡山教会での打ち合わせは 4月 19 日（木）。 

3. シンポジウム「福音と差別」 

2012 年 9月 8日（土）に「いのち・原発・差別」をテーマにサクラファミリア（大阪市）で開催する

シンポジウムについて。 

4. 全国会議 

2012 年 11 月 4日（日）－5日（月）に予定している全国会議の会場について再度審議。 

5. 春季合宿 

2013 年 3月に福島県で行う春季合宿は、赤坂憲雄さん（福島県立博物館館長）に講師を依頼する。 

 

 

■定例委員会 

日 時  2012 年 3月 16 日（金）11：00－16：00 

会 場  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  13 人 

欠席者  3 人 

 

報 告  

1. 狭山事件「第９回三者協議」 

狭山事件で冤罪を訴えている石川一雄さんの第三次再審請求の第 9回三者協議が、2011 年 12 月 14 日

に東京高裁で開かれ、検察側から新たな証拠14点が開示された。 
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2. 「狭山事件の再審を求める市民の集い」 

2012 年 3月 22 日（木）、日本教育会館（東京・千代田区）で掲記「集い」を開催。参加対象は、『同

和問題』にとりくむ宗教教団連帯会議（同宗連）の代表、狭山住民の会の代表など。 

3. 「福島差別を危惧するアピール」 

4. 春季合宿 

2012 年 3月 3日（土）－4日（日）に奈良県御所市と橿原市で行った春季合宿について、参加した委

員から意見と感想が述べられた。合宿には 7教区から42人が参加。 

5. 「出版記念シンポジウム『なぜ教会は社会問題にかかわるのか』」 

6. 正義と平和全国集会長崎大会 

7. ハンセン病市民学会 

「ハンセン病問題から“いのち”の意味を考える」をテーマに、2012 年 5月 12 日（土）－13日（日）、

国立療養所松丘保養園（青森市）と国立療養所東北新生園（宮城・登米市）で開催。 

8. 大阪教会管区部落差別人権活動センター 

国立療養所大島青松園訪問（3月 15日）の報告。  

9. 部落問題に取り組むキリスト教連帯会議（部キ連）「第 22回加盟教団・教派行政責任者部落差別問

題研修会」 

10. ハンセン病回復者で詩人の桜井哲夫さん帰天について 

桜井哲夫さんが昨年 12月 28 日に国立療養所栗生楽泉園（群馬・草津町）で帰天（87歳）。2012 年 2

月 11 日（土）、カトリック麹町教会マリア聖堂（東京・千代田区）で追悼ミサが行われた。 

 

審 議 

1. 夏季合宿    

2012 年 7月 7日（土）－8日（日）に岡山で行う夏季合宿について。テーマは「信仰からの奉仕 信

仰への奉仕〜渋染め一揆に学ぶ〜」とする。合宿初日はフィールドワーク、二日目は岡山教会（広島

教区）で分かち合いなどを計画。 

2. シンポジウム「福音と差別」 

2012 年 9月 8日（土）、「いのち・原発・差別」をテーマにサクラファミリア（大阪市）でシンポジウ

ムを開催する。シンポジストは橋本雅子さん、守田敏也さん、幸田和生司教。司会は大塚喜直司教が

担当する。大阪教会管区部落差別人権活動センターの共催。 

3. 全国会議 

全国会議は、2012 年 11 月 4日（日）－5日（月）に京都カトリック会館で行う。講師は吉田栄治郎さ

ん（天理大学講師）に依頼。 

4. 2013 年春季合宿    

2013 年の春季合宿は福島県で行う。講師は赤坂憲雄さん（福島県立博物館館長）に依頼中。 

 

 

■春季合宿 

日 時  2012 年 3月 3日（土）12：00－4日（日）12：00 

会 場  水平社博物館（奈良・御所市）、おおくぼまちづくり館（奈良・橿原市）、 

カトリック大和八木教会（京都教区） 

講 師  吉田栄治郎さん（天理大学講師・奈良県立同和問題関係史料センター前所長） 

参加者  42 人（7教区） 

テーマ  人権のふるさとを訪ねて〜水平社博物館と、おおくぼまちづくり館〜 

 

3 月 3 日（土）と 4 日（日）、奈良県御所市と橿原市で春季合宿を開催。3 月 3 日は全国水平社創立 90

周年にあたり、京都会館（京都市）での記念集会では約 1800 人が参加した。この記念の日に、「水平社発
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祥の地」といわれる御所市柏原を訪問。 

 初日は、水平社博物館を見学。その後、全国水平社創立大会に少年代表として演説をした山田孝野次郎

（このじろう）の記念碑と、水平社宣言を起草した西光万吉の生家である西光寺などを巡り、説明を受け

た。続いて神武天皇陵に移動し、吉田栄治郎さんから神武天皇陵の説明を受けた後、「おおくぼまちづくり

館」に移動。同館では、「全村移転」する前の洞村（ほうらむら）の姿を分かりやすく示した模型や、移転

しなければならなかった理由と経緯を解説した DVD を見ながら理解を深めた。その後、カトリック大和八

木教会に移動し、吉田さんから「部落の歴史を見直す〜奈良県を中心に〜」の講演を聞いた。 

 ２日目は、大和八木教会で前日の振り返りを行い、参加者の感想や意見に耳を傾けた。そして、大和八

木教会の皆さんと「解放ミサ」を捧げてそれぞれの地に派遣された。 

 

 

日本キリスト教連合会 

 

■2011 年度第 5回常任委員会 

日 時  2012 年 2月 17 日（金）11：00－12：20 

場 所  ルーテル市ヶ谷センター 議長室・会議室（東京・新宿） 

出席者  8 人 

欠席者  1 人 

事務局  1 人 

 

報 告 

1. 日本宗教連盟（日宗連） 

佐藤委員が、以下の件を報告。 

1）宗教法人の資料開示については、一部黒塗りでの開示という答申になる可能性があり、その際に

宗務課は非開示を通す予定。 

2）日宗連の公益認定申請が通り、「公益財団法人日本宗教連盟」となる。 

3）昨年度の宗教法人実務研修会は、5地区 9県で行われた。 

4）東日本大震災にかかわる「指定寄付金制度」の申請はキリスト教関係からは提出されていない。 

5）文化庁主催の宗教法人制度運用等に関する調査研究協力者会議において発題を行った。 

6）日宗連主催の「宗教文化セミナー」を開催するので、初企画のため各教団動員をしてほしい。 

2. 東京都宗教連盟（都宗連） 

藤盛委員が、以下の件を報告。 

1）墓地、納骨堂等の手続き・窓口が市区において変更された。市町村レベルでこれが進むと、信教

の自由にかかわる危険性がある。 

2）経済センサス活動調査について、教会ごとに数種類の調査書類が配布されているため、総務大臣、

経済産業大臣宛に質問状を提出した。 

3. 事務局より 

 

審 議 

1. 都宗連理事交代について 

当日欠席の相澤委員より、都宗連理事であるが会議の日程が合わず出席できないことがあるため、理

事交代を検討してもらいたいとの要請があった。 

協議の後、広瀬委員を都宗連理事とし、都宗連事務局へ連絡・手続きする。 

2. 2011 年度法人事務・会計実務研修会の会計報告およびアンケートまとめについて 

欠席の相澤委員より、昨年開催の法人事務・会計実務研修会の会計報告とアンケートまとめが事前に
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提出された。内容を確認し、会計報告およびアンケートまとめを受理した。 

3. 総会日程確認、議案検討 

2012 年総会および講演会について、以下の通り日程等を確認。 

1）日時 2012 年 4月 26 日（木） 12：00  総会 

113：30  講演会 

会場 日本福音ルーテル東京教会（東京・新宿） 

2）講演会 

テーマは「東日本大震災から 1 年」とし、講演内容はキリスト教界の働きのまとめ、今後の対

策、原発問題への対応等とした。 

4. 2011 年度決算、2012 年度予算、活動計画等について 

標記の件について、事務局（立野、野上）が試案を作成し、決算予算は会計担当である久保委員が確

認し、活動計画は常任委員にメール送信し確認する。 

5. 「会計基準」作成のための研究委員会設置について 

佐藤委員より、宗教法人は会計基準がないため、日本キリスト教連合会として教会の会計基準を作成

し、研究委員会を設置することが提案された。 

質疑応答の後、設置を前提とし、委員の検討および委員会費を来年度予算に計上することを決定。 

 

次回日程 

2011 年度第 6回常任委員会、2012 年総会・講演会 

日時 2012 年 4月 26 日（木）110:30  常任委員会 

12:00  総会 

13:30  講演会 

会場 日本福音ルーテル東京教会（東京・新宿） 

協議 ①総会日程確認、議案検討の件 

②2011 年度決算、2012 年度予算、活動計画等の件 

③その他 

 

 

外国人住民基本法の制定を求める全国キリスト教連絡協議会（外キ協） 

 

■事務局会議 

日 時  2012 年 3月 8日（木）18：00－20：00 

場 所  日本キリスト教会館(東京・新宿区) 

出席者  カトリックから1人 

 

議 題 

1. 2012 年の全国キャンペーンの展開 

（1）報告 

   ・2月 2日、「2011 年署名」を提出（衆議院 544 筆／参議院 537 筆） 

   ・今週中に「2012 年署名用紙」とリーフレットを発送予定 

（2）7月 9日からの改定入管法施行までに各地での学習会、集会を開催する。 

2. 「外国人被災者支援プロジェクト」について 

（1）報告 

   3 月から「外国人被災者支援センター」を設置し、東北ヘルプの一角にデスクを置き、専従スタッ

フ 3人とパートスタッフ 2人で活動を始める。 
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（2）シンポジウム 「東日本大震災から一年—外国人被災者の現住所」開催 

   開催目的 

①震災から 1年たって、私たち市民社会の課題を整理し、提案していく。 

②外国人被災者支援に取り組む市民団体、国際交流協会などとの情報交換と連携を図る。 

③東北学院郭研究室と石巻市による外国人被災者調査を、他の自治体にも広げる。 

④「外国人被災者支援センター」の立ち上げをアピールし、協力を呼びかける。 

日 時 2012 年 4月 21 日（土）14：00−17：30 

会 場 東北学院大学（宮城・仙台市） 

資料代 500 円（学生は無料） 

3. 7 月 9日実施の「外登法廃止・改定入管法」に対して 

（1）報告 

   ・3月 4日 東京集会。150 人参加 

  ・3月 5日 法務省・総務省・厚生労働省・文部科学省・警察庁と交渉 

（2）自治体アンケート回答結果 

（3）「ともに生きる」１万人宣言運動を展開し、賛同人を集める。 

（4）『改定入管法 Ｑ＆Ａ』日本語版と多言語版の配布状況と在庫について 

（5）「出前学習会」を各地で開催している（以下参照）。 

   1 月 9日  日本基督教団大阪教区 

   1 月 29 日 カトリック静岡教会（横浜教区） 

   2 月 4日  大阪ワン・ワールド・フェスティバル分科会／豊中国際交流協会市民講座 

（大阪・豊中市） 

   2 月 5日  豊中国際交流協会スタッフ研修会 

   2 月 11 日 カトリック長崎管区セミナー（熊本マリスト学園） 

   2 月 15 日 メリノール宣教会（東京・千代田区） 

   2 月 19 日 ＡＰＦＳ労働組合（東京・板橋区） 

   2 月 26 日 カトリック磐田教会（横浜教区） 

   3 月１日  兵庫県民団本部 

4. 第４回「青年の旅」の準備 

  3 月下旬、実務者準備会を開催し、４月初め、正式な案内書を作成する。 

5. 会計中間報告 

 

 

部落問題に取り組むキリスト教連帯会議（部キ連） 

 

■第 20回狭山現地調査･学習会、第 14次狭山再審・証拠開示要請 

日 時  2012 年 3月 5日（月）－6日（火） 

場 所  日本基督教団狭山教会（埼玉） 

参加者  カトリックから 1人 

 

 初日はテレビ放映された石川一雄さんのドキュメンタリーを鑑賞後、石川さんの講演と懇談(講師：石川 

さん、石川早智子さん、安田聡さん)。二日目午前は、安田聡さん（部落解放同盟中央狭山闘争本部）の案 

内で狭山事件の現場をたどり、事件の内容と石川さんの無実の実証検分を行った。午後は東京高裁へ石川 

さんの再審請願行動を行い、再審要請書を提出。さらに東京高等検察庁へ証拠開示要請書を提出した。  
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子どもと女性の権利擁護のためのデスク 

 

■定例会議 

日 時  2012 年 3月 2日（金）15：00－17：30 

場 所  日本カトリック会館 会議室 4 

参加者  6 人 

 

報 告 

「聖職者による子どもへの性虐待に対応するためのガイドライン」について 

2月臨時司教総会で検討されたガイドラインについての確認事項 

①当デスクで修正したガイドラインを社会司教委員会として 4月の常任司教委員会に提出する。 

②2003 年司教総会承認の国内版ガイドラインを社会司教委員会のもとで、当デスクが具体的な提案

を盛り込んで修正を行い、2012 年 6月定例司教総会で審議できるよう準備する。 

 

審 議 

教会が子どもへの性虐待に対応するために具体的にどのようなことが考えられるか、意見を出し合った。 

①保護者から相談があった場合、二次被害を出さないために子どもに対してきちんとした聞き取りを

行うことが必要である。 

②そのためには、教会において相談を受ける立場にある司祭や保護者など、子どもの身近にいる大人

が、性虐待にあった子どもに何をどのように聴くべきなのか、専門的な研修を受けられる機会を作

る必要がある。 

③はじめの段階で子どもからの聞き取りを行った後は、子どもの専門家につなげるべきである。 

 

 

HIV/AIDS デスク  

 

■第 6 回 HIV/AIDS デスク 

日 時  2012 年 3月 7日（水）13：30－15：45 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  9 人 

欠席者  1 人 

 

報 告 

1. 学校からのアンケート集計状況 

  20 校から 1.700 通以上の回答が寄せられ、現在集計中。 

2. 今後開催される会議について 

  ・国際エイズ会議がアメリカ・ワシントン DC で 7 月 22 日－27 日に開催される。重久マチ修道女・河

野小夜子(デスク委員)がそれぞれの立場から参加の予定。 

  ・アジア・太平洋カトリック合同 HIV/AIDS 会議が 9 月 10 日－14 日にタイ・バンコクで開催される。

司教と 2名の招待が届いているので、参加の方向で検討する。 

 

審 議 

1. 小教区へのアンケート調査発送について 

  15 教区から 83小教区を選出してもらった。信徒数は約 105,000 人になる。教会の規模に応じて、20〜
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50 枚のアンケート用紙を同封して依頼する。規模の大きい教会には、いろいろな年代層からの回答を

依頼する。締め切りは発送後、1か月半以内とする。 

AIDS を発症してから感染に気付く中高年が増えていることも依頼状に加える。 

2. 小冊子の内容の検討 

  かなり具体的な内容まで話し合われ、なぜ教会が AIDS に取り組むのか等、学校現場でも使ってもらえ

るような冊子になるよう、各委員が得意な分野を担当して作成することが決まった。 

3. これまでのデスクの活動概要と来年度の活動計画 

  年度ごとの活動概要を確認して、構成メンバーなども加えて詳しい記録を作ることになった。 

  来年度はホームページのフレームを作成して、見やすいものに改良する。 

  HIV 陽性者の支援に詳しい生島 嗣さん(デスク委員)から話を聞く機会を設ける。 

 

次回日程 

2012 年度第 1回デスク会議 2012 年 5月 9 日(水) 13:00 – 15:00 

2012 年度第 2回デスク会議 2012 年 7月 18 日(水) 13:00 – 15:00 

2012 年度第 3回デスク会議 2012 年 9月 5 日(水) 13:00 – 15:00 

 

 

 中央協議会事務局  

 

■総務 

5 月会議予定 

8 日（火）          青少年司牧部門YOUCAT翻訳会議            真生会館 （新宿区）  

9 日（水）          HIV/AIDS デスク会議                          日本カトリック会館 

9 日（水）          子どもと女性の権利擁護のためのデスク                〃 

110 日（木）          常任司教委員会                              〃 

10 日（木）          社会司教委員会司教秘書合同会議           1       〃 

11 日（金）          カリタスジャパン事務局会議                        〃 

11 日（金）          カリタスジャパン委員会                          〃 

11 日（金）          部落差別人権委員会定例委員会            1       〃 

14 日（月）          典礼委員会定例会議                           〃 

15 日（火）          カリタスジャパン啓発部会                           〃 

15 日（火）          正義と平和協議会定例会議                  土湯温泉（福島県）  

23 日（水）          日本カトリック幼稚園連盟常任委員会            日本カトリック会館 

24 日（木）          日本カトリック小中高連盟代表委員会・定例連盟委員会      〃 

124 日（木）          日本カトリック幼稚園連盟定例委員会                 〃 

124 日（木）          日本カトリック学校連合会常任理事会                 〃 

124 日（木）          日本カトリック学校連合会定例理事会                 〃 
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<会報 2012 年 5 月号 公文書> 

 

 

 東日本大震災一年を迎えての会長談話 英語版  

 

One Year After the Great East Japan Earthquake 

 

 On Sunday March 11 this year, it will be one year since the Great East Japan Earthquake.  

 This earthquake was the most serious disaster involving the whole area of eastern Japan 

since the Great Hanshin-Awaji Earthquake, which occurred 17 years ago on January 17, 1995. 

I request that the Catholic churches across the country hold masses and prayer gatherings in 

commemoration of victims and for the earliest possible reconstruction of the disaster areas. 

  

 What happened on March 11, 2011 will never be forgotten in our lifetime. The earthquake, 

which was huge in size and long in duration, left us astonished. Immediately after that, tragic 

news was successively received and even those who were not directly hit by the earthquake were 

also deeply shocked. Especially, the horrific tsunami killed nearly 20 thousand people and 

caused immeasurable damage. Moreover, the accident in Fukushima nuclear plant uprooted the 

daily lives of numerous people and frightened them with the threat of radiation. 

 After this earthquake, however, we could recognize how wonderful it is for people to 

support each other. It was reported on TV that immediately after the news of the earthquake 

spread in neighboring Korea, young people on the streets held placards written in English “We 

love Japan. Japan will overcome the hardship!” Donations were sent from all over the world. 

Moreover, specialists overseas with expertise and advanced knowledge and skill began to offer 

generous support in order to keep the damage of the nuclear plant accident to a minimum. 

 Domestically, people from all over Japan came to the afflicted areas, and engaged in 

volunteer activities such as preparing meals and removing rubble, and spoke to each one of 

the afflicted people. 

 Facing unreasonable and cruel realities, we are largely impressed and encouraged by 

numerous people at home and abroad who are making every effort to help the affected persons. 

The address of the king of Bhutan at the Diet was also unforgettable as warmhearted encouragement 

and support to the disaster areas and all of Japan.  

 By the way, on the very day of the Great Earthquake, there were moving stories of those 

who saved other persons’ lives at the cost of their own, which might have inspired people to 

offer heartfelt support. For example, one owner of a company tried to tell all of his young 

Chinese employees, who stayed in his company for training, that they should flee to a nearby 

hill. He himself did not evacuate, so he was swept away by tsunami and died. Meanwhile, one 

announcer of a municipal cable broadcasting station continued to call for immediate evacuation 

through a microphone in her office. She worked desperately to save people’s lives, and because 

of that, she herself was swept away by tsunami. 

 It has been almost one year since the earthquake, tsunami and the nuclear plant accident 

brought about the sorrowful and heartbreaking situation. As Catholics, let us pray that the 

victims will be given eternal repose in the hands of God, and the disaster areas will be 

reconstructed as soon as possible so that the afflicted people can rebuild their lives. 
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On the occasion of the first anniversary of the Great East Japan Earthquake, we 

Japanese bishops will celebrate masses with people in each diocese on March 11 to commemorate 

the victims and to pray for the reconstruction of afflicted regions. In addition, a prayer 

gathering is planned to unite and pray with the people of other Christian denominations. It 

is my wish that these masses and prayer gatherings will be held and a lot of people will be 

able to pray together across the nation. It is certainly important to join these official prayers, 

but I also encourage all the faithful to continue to offer personal prayers.   

 

 The Catholic Church in Japan has received donations to help reconstruction from Japan 

and the Catholic churches of various nations. Making the most of these donations, the volunteer 

activities mainly organized by Sendai Diocese and Caritas Japan are carried on together with 

non-Catholic people. Reconstruction efforts by men and women religious institutes and the three 

ecclesiastical provinces are also going on. The volunteer activities mainly conducted by the 

faithful of each diocese are gradually being put on track.  

 These volunteer activities for reconstruction will be carried on for many years to 

come. Therefore, volunteers for those activities are continuously needed. I request you to 

keep on supporting reconstruction through prayers and activities in the future as well.  

 

March 11, 2012 

Leo Jun IKENAGA 

President of the Catholic Bishops’ Conference of Japan 

 

 

 

 

 

「四旬節の過ごし方」会長談話 英語版  

 

 

How to Spend the Season of Lent 

 

  The season of Lent is approaching again this year. We, Catholics are encouraged to 

deepen our life of faith by making further efforts to feel closer to God.  

 We must make these efforts in practical ways. These ways, as we are repeatedly told 

every year, consist of prayer, abstinence, penance and acts of charity. From ancient times 

they have been regarded as meaningful expressions that help to deepen spirituality within the 

Christian tradition. 

 Our daily life is a time in communion with God, no matter what we are doing. Especially 

when we pray, we face, with our whole being, God or Jesus and depart from all other works or 

activities. St. Thomas Aquinas offered a definition of prayer in a broad sense, “Never cease 

to pray. If you turn to God, you continue to pray as long as working with heart, tongue and 

deeds. In this way, those who continue to turn their whole life to God pray all the time” (Super 

Epistoram ad Romanos, C.I, V., n 84). However, I would like to talk here about common prayer 

in which we entirely depart from everything in our world, turn to and have a dialogue with 
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God or Jesus, and concentrate our consciousness on His presence. Prayer also includes meditation, 

in which people ask the Holy Spirit to illuminate and guide them about certain words of God 

in the Bible whenever or wherever necessary. 

 During Lent, prayer must be respected first of all, because whenever we pray 

concentrating our mind on God or Jesus, we can feel that He is present there facing us. When 

we feel spiritually who He is, we touch upon the illumination, the holiness itself of God. 

Meanwhile, our own ugliness is brought to the fore. Then we ask forgiveness of our sin, and 

hope that we will be closer to God or Jesus as much as possible. In this way, our conversions 

will bear fruits. As we pray, prayer becomes even more important for us.   

 Abstinence is truly helpful to put a brake on the tendency of mankind to be easily 

affected by various desires. It is also effective to keep them in a moderate and balanced 

condition. Desire itself is not evil. Without appetite, people will not be able to live with 

good health. However, various desires cause numerous harms because they tend to bring about 

excessive impulse. In relation to abstinence, it is important to recall the accident in 

Fukushima nuclear plant. Japanese bishops announced the message “Abolish Nuclear Plants 

Immediately”, after confirming how much risk all the nuclear plants entail regarding the 

emission of radioactive materials. As you can see in the cases of Chernobyl and Three Mile 

Island, every nuclear plant always faces countless grave risks, not to mention tsunami. That 

is the reason why Germany and Italy decided to abolish nuclear plants immediately after the 

accident in Fukushima． 

  The latest nuclear plant accident and its successive disaster were brought about after 

all, as the result of the fact that mankind has acknowledged nuclear plants, which could inflict 

overwhelming damage in times of crisis, without conducting sufficient investigation, for the 

sake of better living standard and comfort. In the message we bishops encouraged people to 

live in the spirit of poverty, in order to urge them to be satisfied with less necessities 

without being controlled by desires. I think it would be a good idea for a person to experience 

what it is like to love beloved ones and realize happiness by deepening spirituality. 

 We also encourage all people who tend to live as easily as possible, to perform acts 

of penance as an effort to endure pain and expiate sin. It must be a precious act to bring 

our heart as close as possible to Jesus Christ who suffered for redemption.  

 By the way, it has been always said throughout the Christian history that the 

commandment of love is the most important of all. During Lent, it is also meaningful to reconfirm 

whether you are living in love. Jesus himself said the commandment of love is the first and 

greatest of all (cf. Mt 22:37-38, Mk 12:29-31). St Paul also said love is the source of all 

virtues: “If I speak in human and angelic tongues but do not have love, I am a resounding gong 

or a clashing cymbal. And if I have the gift of prophecy and comprehend all mysteries and all 

knowledge; if I have all faith so as to move mountains but do not have love, I am nothing. 

If I give away everything I own, and if I hand my body over so that I may boast but do not 

have love, I gain nothing. Love is patient, love is kind. It is not jealous, (love) is not 

pompous, it is not inflated, it is not rude, it does not seek its own interests, it is not 

quick-tempered, it does not brood over injury, it does not rejoice over wrongdoing but rejoices 

with the truth. It bears all things, believes all things, hopes all things, endures all things. 

Love never fails”(1Cor 13:1-8). 

 Ultimately, love is the primary factor that makes human lives richer. In a group of 

people, if all have love, the members will be happy. As I said earlier, people cannot be happy 

by possessing goods alone. On the other hand, people cannot become happy without possessing 
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goods either. It is in a place with abundant love that people are filled with happiness. At 

the same time, happiness in love cannot be obtained without getting rid of obsession with goods. 

Let us make this Lent a time to seek spiritual richness, departing from excessive dependence 

on all goods including energy.  

 

 February 22, 2012 

Leo Jun Ikenaga S.J. 

President of the Catholic Bishops’ Conference of Japan 

 

 

 

 

 

 第 49 回 2012 年「世界召命祈願の日」教皇メッセージ  

 (復活節第４主日 2012 年 4月 29 日) 

 

「召命、それは神の愛のたまもの」 

 

親愛なる兄弟姉妹の皆様 

 

 2012 年 4月 29 日、復活節第 4主日に第 49回世界召命祈願の日を祝うにあたり、わたしたちは「召

命、それは神の愛のたまもの」というテーマについて深く考えるよう促されます。 

 すべての完全なたまものの源は、愛である神です。神は愛です（Deus caritas est）。「愛にとどま

る人は、神の内にとどまり、神もその人の内にとどまってくださいます」（一ヨハネ 4・16）。聖書は、

天地創造に先立つ、神と人間の間のこの根源的なきずなの物語を伝えています。聖パウロは、エフェ

ソの信徒に宛てた手紙の中で、無限のいつくしみをもって、何世紀にも渡り、救いの普遍的な計画で

ある愛の計画を実現しておられる御父に、感謝と賛美の歌をささげています。使徒は断言します。「天

地創造の前に、神はわたしたちを愛して、ご自分の前で聖なる者、汚れのない者にしようと、キリス

トにおいてお選びになりました」（エフェソ 1・4）。わたしたちは、生まれる「前」から神に愛されて

います。神は、ご自身の無条件の愛にひたすら動かされ、ご自分との完全な交わりへと導くために、

「何もないところから」（二マカバイ 7・28 参照）わたしたちを造られたのです。 

 詩編作者は、神の摂理のわざを前にして驚嘆して叫びます。「あなたの天を、あなたの指のわざを

わたしは仰ぎます。月も、星も、あなたが配置なさったもの。そのあなたがみ心に留めてくださると

は、人間は何ものなのでしょう。人の子は何ものなのでしょう、あなたが顧みてくださるとは」（詩

編 8・4−5）。このように、わたしたちの存在の深遠なる真理は、驚くべき神秘の内にあります。それ

は、あらゆる被造物、とりわけすべての人間は、神の思いと神の愛のわざの実りであるという神秘で

す。神の愛は無限で変わることのない、とこしえの愛なのです（エレミヤ 31・3 参照）。この現実に

気づくことにより、わたしたちの生活は真に根底から変わります。聖アウグスチヌスは、最高の美で

あり最高の愛である神、いつも自分の傍らにおられた神、そして、ついに彼の思いと心を解き放ち、

彼を変えた神に対する彼自身の気づきを、『告白』の有名な一節の中で力強く表現しています。「あな

たを愛するのがあまりにも遅すぎました。なんと古くて、なんと新しい美よ、あなたを愛するのがあ

まりにも遅すぎました。ああ、あなたは内にいたのに、何と、わたしは外にいました。そしてわたし

は外にあなたを探しました。しかもあなたの創られたその美しいものの中に、わたしは醜い姿で落ち

込んでいました。あなたはわたしとともにいましたが、わたしはあなたとともにいませんでした。あ
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なたのうちに存在しなければ存在しないようになるものが、わたしをあなたから遠ざけていました。

あなたは呼び、叫び、そしてわたしの鈍感さを打ち破りました。あなたはきらめき、輝き、そしてわ

たしの迷いを払拭しました。あなたは香りを放ち、わたしはその息を吸い込み、あなたをあえぎ求め

ました。わたしはあなたを味わい、あなたに飢え渇いています。あなたはわたしに触れました、そこ

でわたしはあなたの平和を熱望します」（10 巻 27・38）*。このような表現を用いて、ヒッポの聖ア

ウグスチヌスは、彼の全人生を変えた神との出会い、神の愛との出会いの筆舌に尽くしがたい神秘を

描写しようとしているのです。 

 愛には限りがありません。愛は人生の道のりにおいて、わたしたちに先立ち、わたしたちを支え、

わたしたちに呼びかけます。愛は神の完全に無償のたまものに根ざしているのです。わたしの前任者、

福者ヨハネ・パウロ二世は、とくに役務的祭司職に関して次のように語りました。「あらゆる役務的

行為は、教会を愛し教会に仕えるように導く一方で、教会の頭、牧者、花婿であるキリストを愛しキ

リストに仕えることで、キリストにおける神の自由で無償の先行する愛へのこたえとして、つねにそ

の愛にかたどられている司祭の愛が、たえず成熟するように促すのです」（教皇ヨハネ・パウロ二世

使徒的勧告『現代の司祭養成』25）。実際、一つひとつの召命は神の働きかけから生まれます。それ

は神の愛のたまものにほかなりません。神ご自身が「最初に歩まれます」。神は、わたしたちの中に

何かよいものを見いだすからではなく、「聖霊によって……わたしたちの心に注がれている」(ローマ

5・5)ご自身の愛の存在ゆえに歩み出されるのです。 

 どの時代においても、神の呼びかけの源は、イエス・キリストにおいてご自身を完全に現される神

の限りない愛の働きかけの中に存在します。わたしの最初の回勅『神は愛』で述べたとおりです。「実

際、神はさまざまなしかたで目に見えるかたです。聖書の愛の歴史の中で、神はわたしたちのところ

に来て、わたしたちの心をとらえようと努めます。そのために神は最後の晩餐を行い、十字架上で心

を刺し貫かれ、復活の後に現れ、さまざまな偉大なわざを行いました。使徒たちの活動を通して示さ

れた偉大なわざによって、神は初代教会の歩みを導きました。その後の教会の歴史においても、主は

姿を消したわけではありません。主を映し出す人々の内に、主のことばの内に、秘跡の内に、またと

くに聖体の内に、主はつねに新たなしかたでわたしたちと出会います」（『神は愛』17）。 

 神の愛はとこしえに続きます。神はご自分と、「千代に及ぼすように命じられたみことば」（詩編

105・8）に忠実です。ですから、わたしたちに先立ち、わたしたちとともにあるこの神の愛のすばら

しさを、とりわけ若い世代に新たに告げ知らせる必要があります。神の愛は隠されている力であり、

もっとも困難な状況においても決して失われない動機なのです。 

 兄弟姉妹の皆様、わたしたちは自分の生涯をこの愛に対して開かなければなりません。イエス・キ

リストは、御父の愛が完全であること（マタイ 5・48参照）を日々、わたしたちに呼びかけています。

キリスト教的生活の高い基準とは、神が愛する「ように」、自らを余すところのない忠実で実り豊か

なささげものとすることによって示される愛をもって、愛することにあります。十字架の聖ヨハネは、

彼の幽閉をめぐる悲惨な状況に心を痛めていたセゴビアの修道院長に対し、神がなさるように行うよ

う励まします。「神がすべての人に命じておられることを、ひたすら考えなさい。愛のないところに

愛をもたらしなさい。そうすれば愛を導き出すことができるでしょう」（『書簡』26）。 

 あらゆる召命が、自らを捧げ、神の愛に開かれるという土壌から神の愛の実りとして生まれ、はぐ

くまれていきます。この源泉から、神のことばと諸秘跡、とりわけ感謝の祭儀につねにより頼む姿勢

が、祈りのうちに得られます。それゆえに、わたしたちは隣人のうちに主キリストの顔を認め（マタ

イ 25・31−46 参照）、隣人への愛に生きることができるのです。神への愛と隣人への愛という「二つ

の愛」は、同じ神の泉から流れ出て、そこに戻ります。この二つの愛の分かちがたい結びつきを表現

するために、教皇大聖グレゴリオは苗木のたとえを用います。「神は、わたしたちの心に、最初にご

自分への愛の根を植え付けました。そこから、葉のように、互いへの愛が芽吹きます」（『道徳論（ヨ

ブ記注釈）』７集 24章 28; PL 75,780D）。 

 唯一の神の愛のこれら二つの表れを、役務的祭司職や奉献生活への召命の識別へと歩む決心をした

人は、とりわけ熱心に清い心で生きなければなりません。それこそが、識別のしるしです。神の愛は、
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司祭叙階や福音的勧告の誓願によって特別な奉献への主の呼びかけにこたえるよう司祭と奉献生活

者を動かします。彼らは、たとえ不完全でも、神の愛の目に見えるしるしとなるよう求められている

のです。聖ペトロは主に答えます。「はい、主よ、わたしがあなたを愛していることは、あなたがご

存じです」（ヨハネ 21・15）。この力強いことばには、いのちを完全にゆだねて生き抜き、それゆえに

深い喜びのうちにある人生の秘密が隠されているのです。 

 もうひとつの具体的な愛の表れは、隣人、とりわけ苦しむ人、困窮する人への愛です。この愛は、

希望の種をまくかたと人々との交わりを築く者となるよう司祭と奉献生活者を導く大きな力です。奉

献された人、とりわけ司祭の、キリスト教共同体との関係は非常に重要であり、彼らの心構えの基本

的な部分となるものです。アルスの主任司祭は喜びのうちに言います。「司祭は自らのためのものは

ありません。皆様のための司祭です」（『アルスの主任司祭−−その思いと心』 Foi Vivante, 1966, p.100）。 

 親愛なる兄弟である司教、司祭、助祭、奉献生活者、カテキスタ、司牧従事者の皆様。そして青少

年の教育の分野に携わる皆様。小教区の共同体、組織、運動団体に属し、司祭職や特別な奉献に招か

れていると感じている人に、どうか細心の注意を払ってください。多くの若者が神の愛の呼びかけに

寛大な心で「はい」とこたえられるような環境を作ることが、教会にとって重要です。 

 召命の促進とは、実りある道への方向性を示すことです。その中心となるものは、聖書にさらに親

しむことによりはぐくまれる神のことばへの愛であり、また、個人や共同体としての熱心で絶え間な

い祈りです。それにより、日常生活のあらゆる音声から神の呼びかけを聞き分けられるようになりま

す。しかし、何にもまして、聖体（エウカリスチア）があらゆる召命の旅路の中心とならなければな

りません。なぜなら、神の愛は、まさに聖体を通して、愛の完全な表れであるキリストのいけにえに

おいてわたしたちに触れるからであり、また、わたしたちは、まさに聖体において、神の愛の「高い

基準」に従って生きる方法を再び学ぶことができるからです。聖書、祈り、聖体は、み国のために完

全に奉仕する人生のすばらしさを教えてくれる貴重な宝なのです。 

 わたしは、地方教会とその中のあらゆる団体が、召命を注意深く識別し、その真正さを判断する場

となると同時に、若者が賢明で力強い霊的同伴を受けられる場となるよう望みます。こうして、キリ

スト教共同体そのものが、すべての呼びかけをはぐくむ神の愛の表れとなります。キリスト者の家庭

は、このことを、イエスの新しいおきてに従うことを通して豊かに特別なしかたで実現することがで

きます。キリスト者の家庭の愛は、ご自分の教会のためにご自身をささげたキリストの愛の表れなの

です（エフェソ 5・32参照）。「生命と愛の深い共同体」（『現代世界憲章』48）である家庭の中で、若

者は、愛によって自らをささげるというすばらしい経験をすることができます。実際、家庭は人とし

て、キリスト者としての養成にふさわしい場所であるだけでなく、「神の国にささげられた生活への

召命の最初にしてもっともすばらしい苗床」（教皇ヨハネ・パウロ二世『家庭−−愛といのちのきずな』

53）にもなりえます。司祭職や奉献生活のすばらしさと重要性を理解するのを助けるのは、家庭にほ

かならないからです。ナザレの聖家族は、地上における至聖なる三位一体のいのちの調和したうつし

です。司牧者とすべての信徒が、聖家族を模範として、教会内でこのような「交わりの家と学びや」

を増すために、つねに協力することができますように。こうした祈りと希望とともに、わたしは、兄

弟である司教、司祭、助祭、男女修道者、信徒の皆様、そしてとりわけ、素直な心で神の声を聞こう

と努め、寛大かつ忠実に答える準備ができている若者の皆様に、心から使徒的祝福を送ります。 

 

バチカンにて 

2011 年 10月 18 日 

教皇ベネディクト十六世 

  

注 

*『アウグスティヌス著作集 5/II 告白録（下）』宮谷宣史訳、教文館 

 

（カトリック中央協議会事務局訳） 
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「いますぐ原発の廃止を」司教団メッセージ 仏語版  

 

 

« Abolition immédiate des Centrales nucléaires ! 

~ Suite à la catastrophe tragique, l’accident 

 de la centrale nucléaire n°1 de Fukushima ~ » 
 

- Message des évêques catholiques du Japon - 
 

Sendai, Japon, 8 novembre 2011 

 

À toutes celles et à tous ceux qui demeurent au Japon. 

 

Suite au grave accident de la centrale nucléaire n° 1 de Fukushima, causé par le tremblement de 

terre, à l'Est du Japon, - et sa conséquence, le tsunami -, le 11 mars 2011, la mer et la terre ont 

largement été contaminées par la radioactivité ; des milliers d’habitants ont perdu la vie, ou leur 

maison et leur milieu de vie. 

 

Les évêques du Japon avaient fait une évaluation sur les centrales nucléaires, dans leur message 

pour le 21
ème

 siècle : « Regard sur la vie » ; ils affirmaient : « Bien que (le développement de 

l’énergie nucléaire) ait fourni à l’humanité une énorme quantité d'énergie, - comme jamais 

auparavant -, il peut aussi apporter un grave dommage aux membres des générations suivantes, 

comme le montrent les bombes atomiques de Hiroshima et de Nagasaki,  l’accident de 

Tchernobyl, - qui ont tué un grand nombre de personnes, en un instant -, mais aussi l’accident 

critique de Tôkai-mura, qui a exposé les vies de beaucoup de gens au danger et lourdement 

menacé leur vie quotidienne. Pour son bon usage, on aurait eu besoin de  sagesse, celle qui sait 

les limites humaines et les efforts à faire, sans cesse, avec une attention minutieuse. Cependant, 

nous espérons le développement des énergies alternatives, pour que des effets tragiques ne 

surviennent pas.i » 

 

Ces « effets tragiques », évoqués dans ce message, se sont justement produits lors de l’accident 

de la centrale nucléaire de Fukushima. Avec cet accident, s'est effondré « le mythe de la 

Sécurité ». Ce « mythe de la Sécurité » s'est développé, parce que l’on a trop fait confiance à la 

science, et faute d'une « sagesse qui sait les limites humaines ». 

 

Dans « Regard sur la vie », nous n’avons pas appelé à l’abolition immédiate des centrales 

nucléaires. Mais, le regrettant, et considérant la tragédie de l’accident  de la centrale nucléaire n° 

1 de Fukushima, nous appelons à la fermeture de toutes les centrales nucléaires qui se trouvent au 

Japon. 
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Contre un tel appel à l’abolition immédiate, des voix s'élèvent, inquiètes quant au manque 

possible d’énergie. Entre aussi en considération le problème du dioxyde de carbone. Mais, avant 

tout, nous avons la responsabilité de sauvegarder toute la vie, et la nature, qui sont création de 

Dieu, et de transmettre aux générations futures un milieu dans lequel elles se trouveront en 

sécurité et en toute tranquillité. Il faut décider tout de suite l’abolition des centrales nucléaires 

pour sauvegarder, non pas la théorie de l’économie pour l’économie, qui laisse la priorité aux 

intérêts et à l'efficacité immédiate, mais la vie précieuse et la belle nature. 

 

Le cinquante quatre centrales nucléaires, qui se trouvent actuellement dans tout le Japon, sont en 

danger : elles peuvent subir un accident comme celui de Fukushima, car des dommages causés 

par un nouveau tremblement de terre et un tsunami sont possibles. L’abolition des centrales 

nucléaires est absolument nécessaire pour réduire au minimum les fléaux engendrés par une 

catastrophe naturelle. 

 

Les centrales nucléaires ont pourvu la société en énergie, selon la perspective de « l’utilisation à 

des fins pacifiques ». Par contre, elles ont aussi produit de grandes quantités de plutonium et 

autres déchets radio-actifs des réacteurs atomiques. Il s’ensuit que nous faisons peser, en 

permanence, sur les générations futures, la responsabilité de conserver ces déchets dangereux. Il 

faut que nous considérions tout cela comme un problème moral. 

 

Les centrales nucléaires ont été, jusqu’ici, encouragées par la politique nationale. En conséquence, 

cela a retardé d'autant le développement et la diffusion des énergies naturelles. Nous en appelons 

à un changement de politique nationale, qui donne la priorité au développement et à la promotion 

des énergies naturelles, ayant aussi comme perspective la diminution des émissions de dioxyde 

de carbone. La démolition d’un réacteur nucléaire nécessite beaucoup de temps et de travail. Il 

faudrait donc porter une attention très minutieuse à la démolition des réacteurs nucléaires et au 

traitement des déchets radio-actifs. 

 

Il est certain que notre vie contemporaine ne peut se passer de l’énergie électrique. Cependant, il 

est important de modifier notre mode de vie, trop dépendant de l’énergie électrique, et de changer 

d'orientation, quant à notre manière de vivre. 

 

Il est dans la culture, la sagesse et la tradition du Japon, de vivre avec la nature ; on rencontre 

aussi ce même esprit, dans des religions comme le Shintoïsme et le Bouddhisme. Le 

christianisme a développé  l’esprit de pauvreté. Et nous, les chrétiens, avons le devoir de rendre 

authentiquement témoignage à l’Évangile, à travers la manière de vivre voulue par Dieu, à 

savoir : « simplicité de vie, esprit de prière, charité envers tous, - spécialement envers les petits et 

les pauvres -, obéissance et humilité, détachement de nous-mêmes et renoncement.ii » Nous 

devons choisir à nouveau la simplicité, comme style de vie basé sur cet esprit évangéliqueiii, à 

travers nos efforts pour économiser l’électricité, par exemple. Nous souhaitons aussi le 

développement et le progrès de la science, sur la base de ce même esprit. Ceci nous conduira à 

une vie sûre et tranquille, sans centrales nucléaires. 

 

                                         À Sendai, le 8 novembre, 2011. 

 

                                         Les Évêques du Japon 
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i « Regard sur la vie --- Message des Évêques pour le 21ième siècle ---» Conférence des Évêques catholiques 

du Japon, 2001, pp. 104-105. Il y a un autre message de la Conférence des Évêques du Japon sur l’évaluation 

de la centrale nucléaire, qui a été présenté au gouvernement Japonais: « Requête en ce qui concerne l’accident 

critique nucléaire à l’Équipement pour Traitement d’Uranium de Tôkai (Petition concerning Nuclear Accident 

in tokai Uranium Processing Plant) » (1999). 
ii Paul VI, Exhortation apostolique : Evangelii nuntiandi, n. 76. 
iii Conseil Pontifical « Justice et Paix », Compendium de la Doctrine sociale de l’Église, n. 486 (ch. 

10, IV, d. Nouveau style de vie) 
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